
障害のある方の職業的自立を目指して
～あしたか職業訓練校の新たな取組～

あしたか職業訓練校

○概要
・沼津市にある障害のある⽅を対象とした職業訓練施設
・昭和55年開校、約1,500⼈が修了、企業等で活躍
○定員等

・定員50⼈、訓練期間１年間、中卒以上対象
○学科編成

コンピュータ科(定員10⼈)
⽣産･サービス科 (定員40⼈)
［機械操作ｺｰｽ、加⼯組⽴ｺｰｽ、流通･環境ｺｰｽ］

年度 定員 ⼊校者 中退者 修了者等
27年度 50 39 5 34
28年度 50 22 6 16
29年度 50 36 6 30
30年度 50 35 1 34
31年度 50 31 4 －

訓練の様子-コンピュータ科-

訓練の様子-生産・サービス科-

【⼊校者・修了者数の推移】

あしたか職業訓練校の概要



・本⼈
将来に対する不安解消

・親
親なき後の気がかりの解消

○新たな取組○課題と使命

将来障害のある⽅の
職業的⾃⽴

地域で働き安⼼して
暮らす

１ 校運営全般に係る取組

２ 知識・技能習得における
意欲向上への取組

３ 広報に関する取組

４ 訓練⽣の就職に向けた
取組

あしたか職業訓練校の使命と新たな取組

○校訓の制定
社会人として求められる姿勢等を踏まえ

「⾃⽴ 誠実 礼節」
(平成30年7月26日制定)

職員から案を募集
投票により決定

【校訓選定理由】
・常に謙虚で、真⾯⽬に、礼儀正しくすることによ
り、周囲の⽅々と良好な関係を形成する。

・職業を全うすることにより真の⾃⽴を実現するこ
とができる。

○効果
・校の理念や指導⽅針をわかりやすく周知
・職場のさらなる⼀体感と校への愛着の醸成

１ 校運営全般に係る取組



○静岡県障害者技能競技⼤会
H30からあしたか職業訓練校結団式
の開催 → 校が⼀つになって⼤会へ

最優秀賞 4⼈
⼊賞者計12⼈

(R元年実績)

県⼤会前にがんばろう三唱

技能⼠による指導

○特別授業の開催
檜⼭県技能⼠会連合会⻑他、⼀流の技能⼠による
授業の開催 (H30〜)
⽟⼦焼き、アートモザイク(コースターづくり)

○全国障害者技能競技⼤会壮⾏会・報告会

・匠の技を間近で⾒て、体感して訓練の⼤切
さを理解

・仕事を⾝近に感じ、就職への意識を⾼める。

２ 知識・技能の習得に向けた意欲向上への取組

昨年訪問した４校から本年度３⼈⼊校
PR隊任命式の様⼦

○あしたか職業訓練校PR隊の結成
⺟校の校⻑や恩師に対して訓練状況の報告に
併せ本校をPR (H30〜)

○パブリシティの積極的活⽤
訓練の様⼦や⾏事を積極的に記者提供
【新聞紙⾯での掲載件数】

H30…15件、R元…10件(8/22現在)

・校のイメージアップ
・訓練⽣の保護者等の安⼼感 アビリンピック結団式

7⽉6⽇静岡新聞朝刊

３ 広報に関する取組



年度 就職希望者 就職者 就職率
28年度 16⼈ 16⼈ 100％
29年度 30⼈ 28⼈ 93％
30年度 34⼈ 34⼈ 100％

※主な就職先
㈱旭化成アビリティ、ヤマハモーターMIRAI㈱、東芝キャリア㈱、パーパス㈱等

○近年の就職状況
⼀般就労のみでほぼ100%

就職活動出陣式

○就職活動出陣式
・9⽉から本格的に始まる就職活動を前に
「就職活動出陣式」を開催(H30〜)

・ハローワーク職員の講話と内定獲得に
向けた決意表明

就職に対する意識⾼揚

４ 訓練⽣の就職に向けた取組

○就職後のフォローアップ
職場定着に向け就職後も指導員が職場訪問
・雇⽤先から修了⽣に改善要望 ⇒ 修了⽣に指導
・修了⽣が職場で困っている ⇒ 雇⽤先に要望

就職後3年後の定着率 72.4%
→⾼い⽔準を維持しているが…

職業的⾃⽴は就職がゴールではない!

あしたか職業訓練校は、障害のある⽅が
職場に定着、働き続けることで真の職業的⾃⽴を実現

できるよう様々な取組を進めていきます。

就職率、定着率100%を⽬指す

あしたか職業訓練校が⽬指すところ


